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本書は、1905 年の日比谷焼打事件から 1918 年の米騒動までの間に起きた
民衆による暴動が、1920 年代の普通選挙運動の活発化によって秩序化されて
いく過程をつぶさに追いながら、民衆の暴力行使と社会秩序の相関性に迫る










































コライの全日記』中村健之介監修、教文館、2007 年、第 8 巻、216-220 頁）。
1905 年の 9 月 5 日から 7 日にかけて（日記の日付けはロシアの旧暦で記され
ているため 8 月 24 日から 26 日）、ニコライはいつもよりも長い日記を書い
ている。〈民衆の怒号がしだいに近づいてきた。多くの兵士が下の門に走っ 
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ていった。ついに群衆は怒号や金切り声を立てて、門前で止まり、門に突進
し始めた。内と外から門を警護していた近衛兵が、門を護りながら群衆を説
得した。鋳造製の門は重圧に耐えたが、鍵だけ壊れた。しかし、鉄輪は耐え
た。何千匹もの猫の声のような叫び声や悲鳴が長くあがっていたが、その後、
群衆は叫ぶのをやめて、脇に退いていった〉（217 頁）。さらに、プロテスタ
ントやカトリックの教会に火がつけられたことを記し、「ニコライのところ
に火をつけてやらねばならないが、兵士が邪魔をする」という叫びがあった
こと、「ニコライに火がかけられる」という張り紙が市中の各所に現れたこ
と（218 頁）、ついには、「ニコライが殺された」という噂が市内に流れた
（219 頁）ことを記録している。 
 個人的な感慨かもしれないが、日露戦争は、世界史においてもっと大きく
位置づけられるべきではないかという思いを強くした。また、1905 年から
1920 年代末まで、日本もロシア（ソ連）もこの戦争を機に、政治体制のみな
らず、民衆の意識と身体性にいまだ記述し切れぬ影響をもたらしたのだと考
えることができたのも本書のおかげである。著者のたゆまぬ努力と研究への
姿勢に敬意を表したい。 
